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聴解 活動 におけ る協働
一語彙の拡大の視点から一

市嶋 典子

【キー ワー ド】最近接発達領域 ・スキャフォールデ ィング ・協働 ・水平的相互行為

語彙の拡大

1.は じめに

従来の 口本語教室 において、聴解活動 のための独立 した授業は珍 しく、聴解 のために

多 くの時間が割かれることも少なか った。また、主に初級や中級の レベルの聴解教材は

既習の文型や語彙を確認するために、補助的 に使用 され るにす ぎなか った。そ の日に学

んだ文型や語彙が文脈 に含まれてい る教材 をその都度選択するだけで、特定 の教材を聴

解力要請 の日的で計画的、長期的に聴 くことはあま りなかった。また、聴解 の授業では

テープを聴いた後、各 自でテープの内容 に関する設問を読み、答え る形式が一般的で

学習者は書かれた答えを機械的に選択 してい くだけで よい。そうなると、教師 には学 習

者がテキス トの内容をどのように考え理解 しなが ら聴いてい るのかは分からない。結局

教師は学習者の理解度 を、選択 された答えによって しか把握す ることがで きない。この

ような形態では、教 師と学習者の一間一答形式の教室活動 しか成 り立たない ことになっ

て しまう。

岡崎 は(2001)は 、聞 き手は話 し手を 口の前に見て聴いてお り、r見 る ことができる」

ということは、理解の上で大 きな役割を果たすと し、聴解練習は必ず しもテープ付で行

な う必要はな く、クラスの全体活動では教師が グループやペ ア活動では仲問の学習者 が

話す ことを聴 きの素材とすることを、 もっと稜極的に取 り入れて もよい と述べている・

一方
、聴解以外の活動 に目を向けてみ ると、舘 岡(2005)は 、読解授業 において、読解

の過程 や理解 の結果が可視化 されていない ことを間題と し、クラスの仲間 と対話する こ

とによって、 自分 の読みの過程 を相 手に語 る形 で外 に出す ことによ り、r過 程」その も

の も扱 うことがで きるとし、「ピア リーディング」 を提案 している。 ピア活動 について

は、池 田(1998、2004)が 、作文活動 においてピア ・レスポンスを提案 してい る・筆者

は、聴解活動において も、テープの音声 を自己完結的に聴 き取 る練習か ら、教室参加者

が相互に発言す ることによって、理解のプロセ スが確認 しあえるような協働的な聴解活

動 に転換 してい く必要があるのではないかと考 える、っ まり、読解や作文の授業で提案

され ているような協働的な教室活動 のあ り方 は、聴解の授業で も大切な コンセプ トにな

りうると考えている。
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そ こで本稿では、教室参加者(教 師、学習者、実習生)の 相互行為 を分析 し、聴解の

実践 におい て、どのような協働学習が行なわれたかを考察 したい。

2.第 二言語教育における協働学習

Oxford(1997)は 、協働学習 を、有能 な者 からの支援、ZPDに 基づ くものであるとして

い る。ゲィゴ號一のr最 近接発達領域(zoロeofproximaldevelop皿ent;ZPD)は 、 自力で

は解決で きない ことを大人や他人が援助 した とき、解 決で きる領域を指す。佐藤(1999)

はゲィゴツキーの、r有 能な者が未発達 な子供 を援助する」という捉 え方 を、r能 力だけの固

定的な特性だけではな く、違 った視点、別の考え方を持つ ものが支援する」 と解釈 し

垂直的関係 を水平的関係へ と広げた。学習者同士 が、各 自の持 っている最近接発達領域

を刺激 し合い、理解 を促進 させてい くことがで きれば、関係性は教師対学習者 とい う垂

直関係 から、学習者同士の水平関係へと発展 していくと考え られ る。垂 直的相互作用 の

支援形態 と しては、スキャフォールデ ィングが考えられ る。スキャフォールデ ィングと

は、有能 な他者 がr足 場」をかける ことによって、学習主休の行為を方 向付ける過程 を

指す。教室活動 において、教師は学習者 に多様 な場面 でスキャフォールデ ィングを行 っ

ている。一方で、スキ ャフォールデ ィングの多用 は、教師対学習者 という二項対立、ま

たは依存関係を成立させることにもな りうる。そのような関係性が固定化 して しま うの

を回避するためにも、教室活動の中で、教 師対学習者のや りとりか ら学習者同士のや り

とりへ と発展 させ、水平的な相互行為 を生み出す ことが必要になると言える。そのため

には、 「協働」が重要な コンセプ トとなると考え られ る。 『新教育事典(2002)』 の コラ

ボ レーシ ョンの項では、コラボ レーション学習の肯定的な側面 として、第1に 「メ ンバ

ー間のや りとりによって得 られ る認知的な学習効果」を、第2にr共 同活動を営む上で

必要 とされ る社会性、協調性、共感能力の育成、動機 付けの向上」 を指摘 している。筆

者は本稿でr協 働」を、飽者との水平的な相互行為 によって、相互に学 びあ うことと捉

え、学習効果を促進するもの と定義 したい・

3.聴 解 における協働学習

聴解 とい う個人的な活動 においても、その過程 に他者を介在 させ ることによって、協

働 的に聴解学習を促進 させ ることができないだろうか、という問題意識が木論文の執筆

動機である。聴解活動 は、自己と音声 の間の単 なる往来を指すので はな く、互いの発言

を聞きなが らそれ をヒン トに し、自分の答えを導 き出してい く活動 としたい。一人では

理解す ることがで きなかった 内容を、他者と協働的 に考え、照合 しあ うことによって聴

解 力も養成 され るようになるのではないか と考えている。聴解活動 において、教師の働

きかけが大切であることは言 うまでもないが、学習者 同士の水平的な相 互行為 も重要 で

あ ると言え る。そ こで具体的な聴解実践か ら、教師の働 きかけから学習者同士の学びあ
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いに発展す るプロセ スについて検証 し、聴解活動 における協働学習について考察 したい。

4.聴 解教育の実践

早稲田大学別科の聴解 クラスの実践を例 に、聴解活動における協働学習にっいて考察

す る。

授業 日時:2005年6月20日(月)3時 限

対 象クラス;早 稲 田大学別科 聴解6A

授業 の 目的1古 岡(2005〉 は、聴解 クラスの 目標 を以下のよ うに掲げている。

○ 中上級語彙の習得(講 義などで使用 され る書 き言葉や、やや俗 っぽい話 し言葉

を含む〉

○ ニュー スなどの正確な聞 き取 りの再生

○ 短めの講義、講演 などの要 旨把握

○未知の語の推測

教材:NHK首 都圏ネ ッ トニュース 『多摩ニ ュータウン40年 』

院生は3つ のグループに分かれ、グルーブごとに聴解教材を選択 し、授業の指導案 を

作成 した。使用教材はビデオ とし、主にNHKのr首 都圏ニ ュース」か ら選択 した。

指導案の他 にも、教材 に沿 ったワークシー トやスクリプ トを作成 し、内容に関連 した発

展練習の計画を立てた。最終的に、教室担 当者 が全ての内容 をチ ェック し、教材と授業

の流れが決定す る。教室担当者がその流れ にそ って授業を行 なう。

分析理由1授 業の回数を重ね るごとに、学習者が授業の形 態に慣れ始めていった。r多

摩 ニュータウン』の授業に至 る頃には、学習者が積極的に発言す る様子が多 く見 られ

るようにな り、協働的に問題 に取 り組む様子が観察 されたため。

分析の視点:未 習の語彙をどのような協働的なや りとりを通 して理解へ と結びつけ、発

展させていったかを分析する。

授業の流れ

1)導 入

ビデオの内容 と関連 した話をす る。具体的には、団地や丘陵地帯の写真 を見せ、多 摩

ニュータウンについて確認 しながら、ビデオの内容 に関連付けていった。

2〉 全体視聴(概 要理解〉

・ ビデオを通 しで一回視聴す る。

・ 聴 き取れた ことを要 旨ワークシー トのメモ欄に記入する。
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・ 数名の学生に要 旨を発表 して もらう。

・ 要 旨ワークシー ト回収

3)5窒 落視距徳

・ 段落 ごとに視聴 し、要旨を言 ってもらう。

・ 聴 き取 りに くい部分 にっいては、一文ずっ確 認 してい く。

・ 新 出語彙や文型、表現の確認を行 なう。

4〉 練 習問題

学習者がニュースの内容を理解 してい るかどうか を確認するための練習。ニ ュースの

内容に関する簡単な質問をのせたワー クシー トを配 り、回収す る。

5)発 展練習

ニ ュースの内容 に関連 したゲームや話 し合いを行 なう。発展練習の活動 は、院生が担

当す る。r多 摩ニュータウン40年 』の授業では、語彙理解度 チェックのために、クロス

ワー ドパズルクイズを行なった。

ニ ュースの談話例

記者:多 摩市の永山団地です。ニュータウンの中では最 も古 く、昭和46年 に入居が始

ま りました。この団地のオープン当初 の写真です。若い夫婦や親子連れ が、連 日のよ

うに買い物に訪れ、大変な賑わいだ ったと言います。しか し今 は、空き店舗 が目立つ

ようにな りま した。商店街にあった20あ ま りの店のうち、オープン当初か ら続いて

い る店は、わず か6店 しかあ りません。

利用客11い ろいろなお店 があったんです よ。それなの に、みんな ほら、寂れ ちゃった。

あん まり来 な くなっちゃったで しょ。

利用客21ち ょっと寂 しいですよね、や っぱね、今ね。 ええ。

教 察 の 談 話 例1(T:教 師S:学 習 者J:実 習 生)

lTlこ の 人 は寂 しい 。 で も街 は ど う な っ た?

2S1:空 き店 舗 が 目立 っ よ う に な った 。

3T=空 き店 舗 が 目立 つ 。 そ う で す ね 。 そ の 後 の人 は な ん か 言 わ な か った?

4S2さ び る … だ とか

5Tな ん て い った?さ び ・ ・ 響

6S3れ る

7S4重 莫字 は?
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8S2あ り ます 。

9Tど ん な漢 字 で す か?

10S2寂 しい の 字

ここでは、教師が既習語彙であるr寂 しい」を例に出 し、未習語彙である 「寂れる」 を

学習者から引き出 している。その後、r寂 れる」という語彙を巡 って、学習者間でや りと り

が始まった.7でS4は 、r寂れ る」の漢字について質問している。教師は質問に直接は答

えず、9で 学習者に質問をふ りかえし、学習者から答えを引き出している。

教室の談話例2

この後、学習者の発言から教師はr寂 れる」の語彙をr錆 びる」に発展させていく。

1T=寂 しい 、 街 が

2S1=さ び り ち ゃ った

3S21さ び ち ゃ っ た

4T=錆 び る とい う動 詞 が あ ります ね.… 錆 ぴ るの 動 詞 は 何 の 意 味?

・ ・9・ 錆 び る っ て ち ょっ と違 う 意 味 … 錆 び る
、 錆 び る とい う の は 、 はい 、 院 生

5Jl錆 び るの は 、 鉄 とか が 、 水 が つ い て 古 く な っ た りす る と 、 赤 く な って黒 くな った りす

る 事 で す 。 で 、 ま あ、 錆 び る で す 。 わ か り ま した?

6T=鉄 は さ び る と い うけ ど、 私 が さび る とは 言 わ な い 。

3S2が 、rさ びちゃった」と発言 したのをとらえ、教師はr錆 びる」の意味について学習

者に問いかけている。学習者からは、答えが出て きそうもないと判断すると、今度は実習

生にその意味を確認 している。教師が語彙の意味をす ぐに与えて しまうのではな く、あ く

までも学習者や実習生に意味や定義を考えさせ、引き出そうと していることがうかがえる.

そ して最終的には、6で 教師が 「さぴ る」の便い方を確認 している。

教 室 談 話 例3

「さ び る 」 をめ ぐ って 、 こ の後 、 「わ び さ び 」 「寂 び る」 へ と発 展 して い っ た。

1S1:わ さ び

2Tlわ さ び は 違 う

3S21さ び とわ び

5S3:わ び さぴ …

6S4:「 寂 れ る 」 の漢 字 を使 って い る,「 さ び る」 の 意 味 は あ り ま す か?… も う 一 個

あ る なん か昔 の …
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この段階になると、教師が引き出さなくても、学習者の方か ら次 々とr寂 れる」に関連

した語彙が出て くるようになってい った。始めのうちは、教師が学生か ら語彙を引き出 し

た り、意味の確認を振 ったりする働 きかけがみられたが、次第に教師が振らなくても学習

者同士で関連 した語彙へと発展させるようになっていく様子が見 られ るようになってきた。

rわびさび」の語彙が示されたときには、学習者、実習生から感嘆の声が挙がった.ニ ュ

ースの語粟 とは意味的には直接関係のないものではあるが、学習者が 「寂れる」の漢字か

ら、 自分たちの知っている語彙を導き出し、示 しあうプロセスは、「協働jで あると言える

のではないだろうか。

以上 のような例の他にも、文章理解や要旨把握においても、学習者同士の協働的なや り

とりが随所で見られた。学習者同士のや りとりに発展させ るためには、教師のスキャフォ

ールデ ィングや働きかけがきちんとなされることが前提で、段階 を経て、教師対学習者か

ら学習者対学習者のやりとり、r協 働」へと発展 してい く。また、授業において教師は多 く

を語 り、全てを説明するのではな く、学習者 に主体的に考えさせ、発言させる機会を多 く

作 り出す ことが大切であると言えよう。

5.考 察

以上のように、実際の聴解の実践から教室参加者(教 師、実習生 、学習者)の 相互行

為 を分析 し、聴解の実践において、どの ような 「協働」が成立 したかについて考察 した。

そ の中で も、「語彙拡大」 に焦点 をあて、教師がどのように働 きかけ、その ことによっ

て学習者が どのように考えてい ったかを分析 した。そ の中で、教師は、学習者 に考えさ

せ、発言 させ る機会をできるだけ多 く作 り出す ことが必要であるということが分か った。

従来の聴解の授業のような一方向的な授業形態ではな く、教師 と学習者の協働、学習

者 同士の協働を生み出すことによって、聴解活動の新 しい可能 性が見えて くるのではな

い かと考 えられ る。読 解や作文、口頭表 現の分野においては、協働学習は定着 しつつあ

る。聴解 において も協働のコンセプ トを積極的 に取 り入 れ、従来のテープや教師による

一方的な授業形式か ら、学習者が共 に学び合える学習環境を設計す ることが必要 なので

はないかと考えている。

6.お わ りに

授業の最終 日に、皆でパーテ ィーを行な った。その際、学習者に一人ず つ授業の感想

を述べて もらった。印象的だ ったのは、「緊張せず に楽 しく勉強することがで きた」、「何

で も話せる雰囲気が良かった」とい うような肯定的な感想が多か った ことである。も し

一方的 にテープを聞かせ、答えを求め るような単調な授業であ った としたら、先に挙げ

たような感想 は出て こなか ったのではないだ ろうか。教 師、学習者、実習生 という教室
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参加者が協働的 に学び あえた環境 であ ったか らこそ出て きた感想であ ると言えよ う。

r協働」は聴解 に限 らず、日本語教育全体にとっても重要な コンセプ トであ り、今後 も

考えつづけて行 きたいテーマであ る。
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